
２０２３年１１月 

群馬大学工業会東海連合支部２０２３年度工場見学会 

 

１． 見学先 かかみはら航空宇宙博物館（岐阜県各務原市） 

２． 開催日時 ２０２３年１１月２３日 １３：５０～１５：３０ 

３． 参加者 １９名 （先方ガイドツアー対応者２名） 

 

東海連合支部では毎年工学系に視点を置いた見学会を開催していますが、今年度は

かかみはら航空宇宙博物館を訪ねました。 

岐阜県各務原市は航空機産業とともに発展した町で、ノウハウを宇宙産業に応用され

主要機器がこの地で作られています。 

かつては米作りに適さない手つかずの広

大な土地でしたが、明治時代以降の陸軍

大砲演習場から第一次世界大戦での航空

機の必要性から飛行場へと姿を変え、日本

有数の航空機一大拠点に姿を変えてゆき

ました。 

 

航空宇宙博物館は戦前・戦後の航空機（旧陸軍戦闘機

「飛燕」、ＳＴＯＬ実験機「飛鳥」、Ｔ２練習機）の実機などが

並ぶ航空機エリアと、H－Ⅱロケット先端部、ＩＳＳきぼうや、

ハヤブサの実物大模型などが展示されている宇宙エリアで

構成されています。 

今回は専門家によるガイドツアーをお願いして開発の苦

労話なども聞くことができ、知識も情報もほとんど無い状況か

ら今の宇宙産業の石杖を築かれた先人達の智恵と努力をかみしめた１日でもありました。 

（記 ５２E奥山） 

参加された皆さん（順不同・敬称略）

石川正樹 39C、篠原敏夫 46E、荻

原眞 47M、松永恒男 47C、池原豊

治 48C、内田正志 H07E、原大作

54P､峪田宣明 H07M､清水堪蔵

49C、鶴岡徹雄 44M、二宗光文

46M､阿部雅信47C､阿部桂三46S、

佐野武司 62W、関口輝男 48K、網

野俊和 56K、押見幸雄 H11Z､奥山

幸生 52E、川崎衛（関口さんの友人） 

以上 

はやぶさ実物模型 

ゼロ戦のプロトタイプ（設計当初はプロペラが２枚構成） 


